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大 阪 樟 蔭 女 子 大 一 棟 宏 子　 ○ 本 田 節

目 的　 本 研 究 は 家 庭 で 必 要 と さ れ る 基 本 的 攻 生 活 用 品 に つ い て 考 察 し 、 今 後 の 住 宅 計 画 に

*? い て 適 切 な 収 納 空 間 を 実 現 す る た め の 基 礎 資 料 と し て 役 立 て る こ と を 目 的｡と し て い るo

本 研 究 で は、 特 叫 √ 生 活 用 品 の 個 々 の 保 有 傾 向 を 把 握 す る だ け で な く、’ 生 活 用 品 をTOTAL

に と ら え 、 そ れ ら が 互 い に ど の よ9   痙 関 連 を も ち 、 家 庭 内 に と り い れ ら れ て い く か 、 そ の

プ ゜ セ ス に っ い て 考 察 す るo     さ ら に 、 生 活 用 品 に 対 す る 居 住 者 の 必 要 性 評 価 の 傾 向 と 比 較

す る こ と に よ ね、 保 有 の 現 状 と 必 要 性 評 価 の 関 連･性 を 明 ら か に し 、 必 要 次 収 納 空 間 量 の 算

定 基 準 と 攻 る べ き 品 目 ○ 追 求 を 試 み る ｏ 前 報 は 客 用 品 と 予 備 用 品 に つ い て 報 告 し た が 、 本

報 で は 日 常 生 活 用 品 の う ち 、 家 事 サ ー’ピ ス に 属 す る 用 品 （15  1 品 目゙ｊ　に つ い て 報 告 す るo

方 法　 前 報 （ 日 本 家 政 学 会 関 西 支 部 第59 回 研 究 発 表 会 要 旨 集p^-!; ） と 同 様 。1.9.81 年lo 月 、

大 学 生 の 子 供 を も っ 世 帯 を 対 象 に 、 フ ンrゲ ー ト 調 査 を 実 施 し 、166 件 の 有 効 回 答 を 得 た ６

蔀 果　CD 家 事 用 品 は １ 世 帯 当i? 平 均117.3 品 目 保 有 さ れ て い る が 、 保 有 率80  % 以 上 の もCD

は95 品 目 、 保 有 品 目 数 の8 割 に あ た る ｏ 110 ～129 品 目 保 有 し て い る 世 帯 が 全 体 め 約 ６ 割

を 占 め て い る が 、 保 有 数 の ち が い は 主 に 冷 暖 房 ・ 環 境 整 備 品 や 台 所 関 連 用 品 にJ: っ て いる。

向 家 事 用 品 の 保 有 状 況 に 影 響 を 与 え る 要 因 と し て 、 家 族 が も う 趣 味 の 数 、 住 戸 面 積 、客 室

の 有 無 、 収 入 、 家 族 入 数 、 納 戸 の 有 無 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。(3) 居 住 者 の 必 要 性 評 価 は 全

体 に 高 い が 、 そ の 中 で 装 飾 用 品 参 よ び 各 室 備 品 は （ 次 く て よ い ） の 評 価 が 比 較 的 多 いo     （4）

后 住 者 の 評 価 と 実 際 の 保 有 傾 向 に は 高 い 相 関 一関 係 が 認 め ら れ る が 、 保 有 実 態 は （ ぜ ひ 必 要

） の 評 価’を 大 幅 に 上 ま わ り 、 必 要 意 識 以 上 に現 実 の 保 有 が 進` ｡ん で い る こ と が わ か るｏ


